
記者発表
平成２４年８月１０日

浅瀬石川ダム管理所

岩木川渇水で放流量を増やします！
～目屋ダムの水位低下への手助け～

第2回岩木川水系渇水情報連絡会（８月９日開催）では、目屋ダムが最低

水位を下回れば、目屋ダム及び相馬ダムから緊急放流を実施することが確認

されました。

そのため、８月１０日、１６：００「岩木川水系渇水対策支部」は、注意体

制から警戒体制に移行しました。

今後、昨年に引き続き、目屋ダム及び相馬ダムから緊急放流が実施され

る予定です。農業用水をはじめとした深刻な水不足が懸念されております。

これを受け、浅瀬石川ダム管理所では、次の緊急支援を実施します。

○岩木川への放流量増量

・８月１０日、１７時から浅瀬石川ダムの放流量を２割程度増量。岩木川の渇水

対策を支援します。

・岩木川への放流量増量を行うことで、五所川原市付近の流量低下を軽減する

ことができます。

○水道水の安定供給

弘前市水道用水について、岩木川から取水できない場合は、浅瀬石川ダム

から取水している津軽広域水道企業団からの受水量を増量します。

※なお、浅瀬石川ダムの貯水位及び放流情報等については、当管理所のホームページ

http://www.thr.mlit.go.jp/aseishi/で公開しております。
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資料ー１

【浅瀬石川ダムの現状】

８月１０日、９時現在における浅瀬石川ダムの貯水率は、６６％になっています。

この状況であれば、仮に８月末まで雨が降らなかったとしても、水道水の取水

制限や農業用水の番水制を実施することもなく、※１５市４町村への水道水及び
※2７，７００㌶の農業用水について安定的に供給できる見込みです。
※１黒石市、弘前市、五所川原市、平川市（旧平賀町、旧尾上町）、青森市（旧浪岡町）、藤崎町

（旧藤崎町、旧常盤村）、板柳町、鶴田町、田舎館村で３５万人分の水道水を供給
※2浅瀬石川土地改良区（黒石市、五所川原市、平川市（旧平賀町、旧尾上町）、青森市（旧浪岡

町）、藤崎町（旧藤崎町、旧常盤村）、板柳町、鶴田町、田舎館村）

■浅瀬石川ダム貯水状況（平成２４年８月１０日 ９：００現在）

最低水位 EL=164.0m

利水容量 16,446千m3

堆砂容量 10,000千m3

水位 EL=179.71m
貯水率 66.1％ （約 10,863千m3）

上水道安定取水水位 EL=170.0m

洪水貯留準備水位 EL=184.5m
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2011年貯水位

2012貯水位

平常時最高水位196.00ｍ

最低水位164.00ｍ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

最低水位164.00ｍ

平常時最高水位196.00ｍ

①４月～５月末
雪解け水を溜め込み最高
水位１９６．０ｍを維持
します。

②６月～６月末
洪水期に備えて洪水を貯
める容量を確保するため
１８４．５ｍまで水位を
低下させます。

③７月～８月末
現在は、ダムに貯めた水
を活用して農業用水及び
水道水に安定した水量を
供給しています。

8/10 9:00 貯水位179.71m
  ※昨年同時期 177.03m

洪水貯留準備水位184.50ｍ

【洪水を貯める容量】

洪水期（７月１日～９月３０日）
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